





The Library Science Education Teaching Syllabus of 1975:  
Comparisons with the 1972 Tentative Plan for Library Science Education Improvement  
and the 1968 Courses for Training
Michie IKEDA 
In 1975, the Library Science Education Division of the Japan Library Association created the 
Library Science Education Teaching Syllabus （hereafter referred to as the teaching syllabus）, the first 
post–Second World War university-level library science education teaching syllabus. To date, no study 
has specifically addressed the circumstances surrounding the creation of the teaching syllabus and the 
details of the syllabus content. This article aims to elucidate the circumstances of the publication of the 
teaching syllabus and its content in the context of the standards related to library science education 
that existed between the post-war period and the present day and the history of library science 
education program plans. Research revealed the following. First, the teaching syllabus was continuously 
discussed and examined before it became the core curriculum for library science education. Second, the 
teaching syllabus creation committee built an excellent system for the creation of the syllabus.
Key words:  core curricula for library science education （図 書 館 学 教 育 の コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム）, plan for 
library science education program （図 書 館 学 教 育 科 目 案）, specialized librarian training for 





























2007 年 3 月に教授要目についての評価を述べてい






























第 3 章では，1972 年に日図協教育部会基準委員会
（以下，基準委員会という）が発表した「図書館学教
育改善試案」（以下，部会試案という）8） と 1968 年に
改定された講習科目（以下，講習科目 1968 という）

























なる。この講習科目 1950 は，必修科目 11 単位，選












1. 2　第 2期（1966 年～1996 年）
1968 年に講習科目の第 1 回目の改定が行われた。



















1. 3　第 3期（1997 年～）
1996 年に講習科目の 2 回目の改定が行われた（以
下，講習科目 1996 という）。単位数は，必修科目 18
単位，選択科目 2 単位の合計 20 単位である。講習
科目 1968 と比較すると，必修科目が 3 単位増加し，







（Library and Information Professions and Education 
Renewal　略称： LIPER）が行われた14）。その研究
の一環として，「図書館情報学教育改革案」（以下，















位，選択科目 2 単位の合計 24 単位である。講習科























































































図書館学概論 ― 4 × ― 館種別図書館と明記
第Ⅰ期
（昭和 48 年度） ―
図書館史 ― 4 × ― 館種別図書館と明記
第Ⅱ期
（昭和 49 年度） ―
図書館資料論 ― 4 × ― ― 第Ⅰ期 ―
逐次刊行物 四年制大学 4 4 ― ― 第Ⅱ期 ―
図書館資料組織論 ― 6 6～10 通　年2～2.5 コマ ― 第Ⅰ期 演習を含む
情報検索 ― 6 × ― ― 第Ⅱ期 演習を課す
図書館奉仕論 ― 4 × ― 館種別図書館と明記 第Ⅰ期
図書館学概論で
明らかにされた
「奉 仕」の 理 念
をふまえる
参考業務 ― 6 6 ― ― 第Ⅱ期 ―
読書指導 ― 4～6 4 ― 公共図書館・大学図書館 第Ⅰ期 ―




































































第 I 期（昭和 48 年度・1973 年度）と第 II 期（昭和 49
年度・1974 年度）の 2 年間に亘り，研究討議された。


































































（東京学芸大学）ら 2 名，幹事： 前島重方（國學院大
學）　合計 4 名
（8）　「参考業務」分科会
主査： 北島武彦，委員： 井出翕（東洋大学）ら 2 名，
幹事： 渋谷嘉彦（図書館短期大学）　合計 4 名
（9）　「読書指導」分科会
主査： 阪本一郎（立正女子大学短期大学部），委員：





















分科会は 10 分科会，分科会委員はのべ 44 名で，分



















































ア　 専任教員は，1 学年当り学生数 50 名まで最少 4 名と
助手若干名を置くこと。































1968 年に講習科目の第 1 回目の改定が行われた。
戦後，図書館法，図書館法施行規則が制定されてか
ら初めてのことである。表 2 は，この講習科目
1968 を示したものである。必修科目 15 単位，選択
































































































































⑤ 単位は教授要目のほとんどが 4 単位であるのに対







































図書館史 図書館資料論 2 単位
図書館資料論 参考業務 2 単位
逐次刊行物 参考業務演習 1 単位
図書館資料組織論 資料目録法 2 単位
情報検索 資料目録法演習 1 単位
図書館奉仕論 資料分類法 2 単位
参考業務 資料分類法演習 1 単位













































































し，そのわずか 1 年後の 1973 年（第 1 期），その 2
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